
 

 

  

 

東京都バイオ燃料活用における事業化促進支援事業 採択について 

～リニューアブルディーゼルを用いた脱炭素化推進事業～ 

 

伊藤忠エネクス株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 CEO：吉田 朋史、以下「伊藤忠エネクス」）は、

オーシャン ネットワーク エクスプレス ジャパン株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：中井 拓志、以下

「ONE」）、三愛オブリ株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：隼田 洋、以下「三愛オブリ」）、サントリーホ

ールディングス株式会社（本社：大阪府大阪市、代表取締役社長：新浪 剛史、以下「サントリー」）、全日本空輸株式会

社（本社：東京都港区、代表取締役社長：井上 慎一、以下「ANA」）、トナミホールディングス株式会社の中核会社であ

るトナミ運輸株式会社（本社：富山県高岡市、代表取締役社長：髙田 和夫、以下「トナミ運輸」）、および日本コンテナ輸

送株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：宮治 豊、以下「NCY」）と、東京都が公募した「バイオ燃料活用に

おける事業化促進支援事業」（以下「本支援事業」）に共同で応募し採択されました。バイオ燃料であるリニューアブルデ

ィーゼル（以下「RD」）を活用し、東京都の脱炭素化推進に取り組みます。 

 

本支援事業は、環境負荷のより少ないバイオ燃料を活用した車両等での商用化・実装化に向けた事業を公募し、バイ

オ燃料開発事業者等の取り組みに係る経費の一部を助成することにより、東京の脱炭素化を推進するとともに、バイオ

燃料関連産業の活性化への寄与を目的として、東京都が実施しております。 

 

伊藤忠エネクスは、世界最大のリニューアブル燃料メーカーである Neste OYJ（本社：フィンランド、CEO：Matti 

Lehmus）の RD※1を伊藤忠商事株式会社(本社：東京都港区、代表取締役社長 COO：石井 敬太)を通じて調達する

他、伊藤忠エネクスグループ※2 が運営する東京都内の給油所※3 において配送トラック等への給油販売を行います。

ONE、三愛オブリ、サントリー、ANA、トナミ運輸、NCY は、陸上輸送車両および空港施設での作業車両に、伊藤忠エ

ネクスが供給する RDを活用することで、バイオ燃料の利用拡大を促進し、東京都の脱炭素化を推進します。 

 

※1 Neste MY Renewable Dieselは、食料と競合しない廃食油や廃動植物油等を原料として製造され、ライフサイクルアセスメントベ

ースでの GHG 排出量で石油由来の軽油と比べて約 90%の削減を実現します。RDは「ドロップイン」燃料として、既存の車両や機械

および給油関連施設を活用することが可能であり、既に欧米を中心に広く流通実績があります。脱炭素施策に係る導入コストを最小限

に抑え、GHG 排出量削減にも大きく貢献できる次世代バイオ燃料として、今後の建設・輸送分野等でのさらなる利用拡大が期待され

ます。 

※2 エネクスフリート株式会社（伊藤忠エネクス 100%子会社） 

※3 エネクスフリート株式会社 大井埠頭店 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】  

伊藤忠エネクス株式会社  

産業ビジネス部門 環境ビジネス部 次世代燃料開発課 

TEL：03-4233-8073 
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